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東
葉
高
速
鉄
道
が
多
額
の
債
務

を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
は
ど

こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　
東
葉
高
速
鉄
道
は
鉄
道
・
運
輸

機
構
に
対
し
約
三
千
二
百
六
十
二
億

円
も
の
多
額
の
債
務
を
抱
え
、
鉄
道

事
業
収
入
の
み
で
償
還
額
を
賄
え
な

い
状
況
に
あ
り
、
平
成
十
六
年
度
末

で
約
八
百
七
億
円
の
累
積
損
失
を
抱

え
、
債
務
超
過
額
が
約
五
百
二
十
四

億
円
に
達
し
て
い
る
な
ど
、
経
営
状

況
は
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
経
営
状
況
に
至
っ
た

原
因
と
し
て
は
、 

①
当
時
の
鉄
道
建
設
公
団
に
よ
る
民

鉄
線
整
備
方
式
が
採
用
さ
れ
た
こ

と
で
、
建
設
資
金
の
約
九
四
％
が

有
利
子
の
資
金
で
構
成
さ
れ
、
毎

年
度
巨
額
の
支
払
い
利
息
が
発
生

し
て
い
る 

②
当
初
見
込
ん
だ
周
辺
開
発
の
進
捗

が
遅
れ
、
乗
客
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る 

③
工
事
が
三
回
に
わ
た
り
約
五
年
間

延
長
さ
れ
、
そ
の
間
の
利
息
や
管

理
費
が
譲
渡
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ

た 

こ
と
な
ど
で
す
。 

　
　
東
葉
高
速
鉄
道
の
今
後
の
あ
り

方
や
支
援
を
県
は
ど
う
考
え
る
の
か
。 

　
　
現
在
、
一
日
約
十
二
万
人
が
利

用
す
る
幹
線
鉄
道
で
あ
り
、
運
行
確

保
へ
今
後
も
関
係
者
に
よ
る
支
援
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
未
償
還

元
金
が
開
業
当
初
よ
り
も
逆
に
増
え

て
い
る
な
ど
、
支
援
が
経
営
体
質
の

強
化
に
つ
な
が
ら
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

　
県
、
船
橋
市
、
八
千
代
市
は
自
治

体
が
中
心
の
支
援
は
も
は
や
困
難
と

判
断
。
国
と
し
て
も
新
た
な
資
金
の

投
入
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
に
、
主

体
的
に
参
画
す
る
よ
う
、
強
く
要
請

し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

    

　
　
県
と
し
て
は
各
市
町
村
と
の
一

層
の
連
携
で
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築

が
急
が
れ
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

　
　
当
面
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら

始
ま
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利

用
者
負
担
の
見
直
し
に
お
い
て
、
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
市
町
村
と
連

携
し
な
が
ら
制
度
の
十
分
な
周
知
と

円
滑
な
実
施
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
後
、
利
用
者
が
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
サ

ー
ビ
ス
ご
と
の
数
値
目
標
を
盛
り
込

む
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
へ

の
助
言
等
を
通
じ
、
市
町
村
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
向
上
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

    

　
　
医
師
確
保
で
県
医
療
審
議
会
医

療
対
策
部
会
の
中
間
報
告
を
踏
ま
え

県
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。 

　
　
こ
れ
ま
で
に
臨
床
研
修
医
の
確

保
事
業
や
医
師
不
足
と
な
っ
て
い
る

小
児
科
対
策
と
し
て
の
小
児
救
急
電

話
相
談
事
業
な
ど
を
実
施
。
女
性
医

師
・
退
職
医
師
等
の
就
労
支
援
シ
ス

テ
ム
、
い
わ
ゆ
る
医
師
バ
ン
ク
の
整

備
や
、
医
療
機
関
が
相
互
に
連
携
し

機
能
分
担
す
る
医
療
機
関
再
編
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
事
業
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 
    

　
　
県
は
ど
の
よ
う
に
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
に
取
り
組
む
の
か
。 

　
　
医
療
関
係
団
体
、
千
葉
大
学
等

と
協
働
し
て
、
県
民
に
対
す
る
情
報

提
供
、
患
者
発
生
を
想
定
し
た
医
療

体
制
、
検
疫
所
と
連
携
し
て
の
海
外

か
ら
の
侵
入
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、
基
本
的
な
方
針
を
示
し
た「
県

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計

画
」
を
十
一
月
三
十
日
に
策
定
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
県
庁
各
部
局
横
断
的
な
「
県

健
康
危
機
管
理
対
策
本
部
会
議
」
を

十
二
月
一
日
に
開
催
し
、
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
市
町
村
や
医
療
機
関
と

と
も
に
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
、
万
全
の
対
応
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
本
県
の
人
口
規
模
で
は
、
最
大

ど
の
程
度
の
感
染
者
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。 

　
　
国
民
の
二
五
％
が
り
患
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
米
国
疾
病
管
理
セ
ン

タ
ー
の
推
計
モ
デ
ル
に
当
て
は
め
算

出
し
た
結
果
、
国
で
は
三
千
二
百
万

人
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
、

二
千
五
百
万
人
が
医
療
機
関
で
受
診

す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
国
の
推
計
値
か
ら
、
本
県
の
人
口

を
考
慮
し
て
感
染
者
等
を
推
測
す
る

と
、
約
百
五
十
万
人
が
感
染
し
、
百

二
十
万
人
が
医
療
機
関
を
受
診
す
る

も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

    

　
　
県
内
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の

能
力
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
ま
た
、

何
年
ご
ろ
ま
で
対
応
が
可
能
な
の
か
。 

　
　
県
内
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
は
、
管
理
型
最
終
処
分
場
が
十
一

カ
所
あ
り
、
こ
の
う
ち
吹
き
付
け
石

綿
等
の
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄

物
を
埋
め
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
管

理
型
最
終
処
分
場
は
二
カ
所
あ
り
ま

す
。
二
カ
所
の
能
力
は
約
七
百
六
十

万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
残
余
容
量
は
約

三
十
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
残
余

年
数
は
過
去
の
処
分
量
か
ら
約
十
三

年
と
推
計
さ
れ
ま
す
。 

　
飛
散
性
の
な
い
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄

物
を
埋
め
立
て
ら
れ
る
安
定
型
最
終

処
分
場
は
十
七
カ
所
で
、
能
力
は
約

千
百
四
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
残
余

能
力
は
約
二
百
七
十
万
立
方
メ
ー
ト

ル
、
残
余
年
数
は
約
七
年
と
推
計
さ

れ
ま
す
。 

 

    

　
　
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
建

物
に
居
住
す
る
住
民
の
早
期
退
去
の

勧
告
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
県
は
居

住
者
に
対
す
る
対
応
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
住
民
へ

の
対
応
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。 

　
　
県
と
し
て
は
居
住
者
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
、
居

住
者
が
新
た
な
転
居
先
を
確
保
す
る

ま
で
の
間
、
公
営
住
宅
を
緊
急
避
難

的
に
提
供
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

公
営
住
宅
を
有
す
る
五
十
八
市
町
村

に
居
住
者
の
住
宅
確
保
及
び
協
力
の

要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
県
な
ど
の
対
応
を
居
住
者

に
周
知
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、 

①
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
提
供
可
能

な
県
営
住
宅
な
ど
の
一
覧
や
相
談

窓
口
を
住
宅
課
内
に
開
設
し
た
旨

を
掲
載 

②
居
住
者
に
対
し
て
は
、
市
の
行
う

入
居
説
明
会
で
県
営
住
宅
な
ど
の

情
報
提
供 

を
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
県
内
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

の
円
滑
な
転
居
及
び
自
主
退
去
勧
告

後
の
県
営
住
宅
へ
の
受
け
入
れ
の
促

進
を
図
る
た
め
、
県
営
住
宅
の
家
賃

免
除
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

    

　
　
千
葉
市
へ
の
六
十
五
億
円
の
支

払
い
は
早
期
に
可
能
な
限
り
一
括
で

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現

在
の
財
政
状
況
か
ら
み
る
と
厳
し
い

の
で
は
な
い
の
か
。 

　
　
県
と
し
て
は
、
今
般
の
会
社
再

建
を
契
機
と
し
て
、
今
後
、
モ
ノ
レ

ー
ル
事
業
に
つ
い
て
千
葉
市
が
担
っ

て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、
出
来
る
限

り
早
期
に
解
決
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
千
葉
市
と
負
担
額
で
大
筋
合
意
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
支
払
う
か
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
、
千
葉
市
と
さ
ら
に

協
議
を
重
ね
、
財
政
状
況
も
十
分
に

勘
案
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。 

　 　 　
　 

　
　
今
後
の
住
宅
政
策
の
方
向
性
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

　
　
住
宅
政
策
を
地
域
の
状
況
に
合

わ
せ
て
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
地

域
の
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど

と
の
連
携
を
強
化
し
、
安
心
・
ゆ
と

り
・
環
境
と
の
調
和
を
目
指
し
た
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
ま
た
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
施

策
と
し
て
、 

①
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

適
し
た
住
宅
提
供
の
支
援 

②
高
齢
者
世
帯
に
対
応
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
住
宅
の
推
進 

③
防
犯
に
配
慮
し
た
共
同
住
宅
の
普

及 

④
耐
震
性
能
の
向
上
し
た
住
宅
の
整

備 

な
ど
、
住
ま
い
の
質
的
転
換
に
向
け

た
検
討
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

    

　
　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
と
そ
の

防
止
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。 

　
　
全
国
的
に
み
る
と
、
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
詐
欺
、
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る

個
人
情
報
の
流
出
、
薬
物
、
け
ん
銃
、

架
空
口
座
等
の
密
売
、
学
校
襲
撃
予

告
の
書
き
込
み
、
殺
人
依
頼
事
案
な

ど
、
そ
の
内
容
は
多
種
多
様
で
、
か

つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
県
警
察
で
は
、
平
成
十
七
年
十
一

月
現
在
で
五
十
四
事
件
六
十
一
人
の

サ
イ
バ
ー
犯
罪
を
検
挙
し
、
相
談
も

千
三
百
七
十
一
件
を
受
理
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
昨
年
同
期
と
比
較
し
て
倍

増
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
防
止
対
策
と
し
て
は
、 

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
捜
査
官
の
増

員
な
ど
体
制
強
化 

②
教
育
委
員
会
や
学
校
等
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
る
犯
罪
実
態

及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
情
報
の
発
信 

③
学
校
、
企
業
、
自
治
体
等
を
対
象

と
し
た
講
習
会
の
開
催 

④
各
種
媒
体
を
活
用
し
た
県
民
へ
の

広
報
啓
発
活
動
の
推
進 

⑤
有
害
情
報
の
削
除
要
請
な
ど
プ
ロ

バ
イ
ダ
等
と
の
連
携
強
化 

⑥
適
切
な
相
談
対
応
及
び
サ
イ
バ
ー

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

⑦
各
種
法
令
を
駆
使
し
た
迅
速
な
事

件
化 

等
を
推
進
し
て
お
り
、
今
後
と
も
こ

れ
ら
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 
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平成8年4月より西船橋から八千代市勝田台間を運行している。 

昭和63年3月より千葉市内を結ぶ2路線を運行している。 
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